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1．地盤改良工(固結工)の分類

※国土交通省 土木施工管理基準より
抜粋，加筆

地盤改良工(固結工)

機械撹拌工

（深層混合処理）
高圧噴射撹拌工

粉体噴射撹拌工

スラリー撹拌工 ﾊﾟﾜｰﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ工法

DJM工法

単管工法

二重管工法

三重管工法

CCP工法

JSG工法

ｺﾗﾑｼﾞｪｯﾄｸﾞﾗｳﾄ工法

CDM工法
DCS工法

GIｺﾗﾑ工法
浅層混合処理
中層混合処理
深層混合処理

SUPERJET工法
N-Jet工法

大口径化



2．高圧噴射撹拌工法とは？

高圧噴射撹拌工法は、超高圧の吐出圧力を持つ
水や硬化材の液体エネルギーにより、
地盤を切削崩壊し、硬化材と土を撹拌混合し、
改良体を築造する工法である。

液体エネルギーにより地盤を切削・撹拌混合す
ることから、
比較的小口径の削孔装置により、
大口径の改良体を造成することが可能である。

圧縮空気併用

超高圧超高圧

N-Jet工法



機械撹拌と高圧噴射の削孔径と改良面積
機械撹拌工の場合

削孔径(翼径)：φ1600mm×2軸

改良径(面積)：φ1600mm×2軸＝4.02m²

機械形状 ：12.3m×6.5m,総重量135t

高圧噴射撹拌工の場合

削 孔 径 ：φ140mm～250mm

改良径(面積)：φ3500＝9.62m²

機械形状 ：2.7m×1.9m ,重量4t



3．高圧噴射撹拌工法の適用例

高圧噴射撹拌工法は、比較的小型の機械で大口径の改良が可能、
周辺地盤・構造物への影響が少ない、既設構造物に密着する改良
が可能であることから、いろいろな用途で採用されている。

護岸構造物背面

近接構造物の
ゆるみ防護

立坑掘削時の
盤ぶくれ防止

ｼｰﾙﾄﾞ工事の
発進・到達防護

土留め壁
欠損部の防護

道路の
沈下防護
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H H



超高圧水

4．高圧噴射撹拌工法の種類
高圧噴射撹拌工法は、噴射する流体数により分類される

ｸﾞﾗｳﾄ噴射 圧縮空気＋超高圧ｸﾞﾗｳﾄ噴射 超高圧水＋圧縮空気＋ｸﾞﾗｳﾄ噴射系
単管工法 二重管工法 三重管工法



5．二重管工法の大口径化

二重管工法の大口径化の流れ

施工条件
地中埋設管の大口径化
施工条件制約

コスト条件
一般的に大口径の方が安価
施工本数減による工期短縮

機械・設備条件
超高圧ポンプの進化（大容量・高圧）
高品質な配管・噴射ノズル等

埋設管イメージ

圧縮空気併用

超高圧超高圧



6．N-Jet工法

N１ジェット工法の特徴
① NJモニターによる造成時間の短縮

新開発のNJモニターを使用することで、
造成時間の短縮が可能

② 硬化材使用量と排泥量低減
造成時間の短縮により硬化材と排泥量の低減が可能

③ 経済的な施工
工期短縮、硬化材量・排泥量低減による

経済的な施工

④ 現場に合わせた改良径
仕様変更による改良径の変更、揺動回転による

扇形など多様な改良体配置が可能



N-Jet工法噴射射状況



N-Jet工法噴射射状況



N-Jet工法の施工手順

①準備
NJマシンを所定位置に
据え付けて、ケーシン
グ把持する

②削孔
ケーシングで地盤を削
孔する。所定深度まで
削孔したら、NJモニ
ターを装着したロッド
を所定深度まで挿入す
る。

③造成
NJモニターより、硬化
材液を高圧噴射し、
ロッドを回転させなが
ら引上げ、所定長の改
良体を造成する。

硬化材ジェット
（38～40MPa)

硬化材ジェット
（38～40MPa)

④造成完了
造成完了後、ロッドを
引上げ、洗浄後、次の
造成地点に移動する。



N１ジェット工法の有効径

N１ジェット工法の土質別標準有効径



N１ジェット工法の強度

N１ジェット工法の設計基準強度



7．従来工法との比較

１

N-Jet工法 従来工法

断面図

平 面 図

施工本数
n=16本 n=45本

砂
N≦10



従来工法との比較

工   法 N-Jet工法 従来工法 差 異

有 効 径 φ3500 φ2000 －

施 工 本 数 16本 45本 -29本

施 工 機 械 1台 1台 －

硬化材使用量 151.36 326.25 -174.89

排泥処理量 257.4 534.0 -276.6

工事用水量 688.2 526.0 162.2

施 工 日 数 21日 46日 -25日
※施工日数には予備日として0.4を含む

46％

48％



単位：千円

工   法 N-Jet工法 従来工法 差 異

労 務 費 2,226 5,218 -2,992

材 料 費 2,934 4,281 -1,347

機 械 費 8,083 5,546 2,537

消耗材料費 2,414 3,267 -853

特 許 料 266 135 131

小  計 15,923 18,447 -2,524

排泥液処理費 5,110 10,680 -5,570

合  計 21,033 29,127 -8,094

工事費比較

※排泥処理費20,000円/m³と仮定

32％ 58％



N-Jet工法（N2ジェット工法）

改 良 径土 質

N2ジェット工法N1ジェット工法粘性土砂質土

5.0m3.5mN≦3N≦50

4.5m3.2m3＜N≦550＜N≦100

4.0m2.8m5＜N≦7100＜N≦150

3.5m2.4m7＜N≦9150＜N≦200



ご清聴ありがとうございました

お問い合わせ先
〒103-0004

東京都中央区東日本橋３－１０－６
Daiwa東日本橋ビル5F

日特建設株式会社 事業本部技術営業部
担当 稲川 浩一

Mail：hirokazu.inagawa@nittoc.co.jp
電話 03-5645-5062


